平成２４年度 成人歯科健診プログラム推進リーダー養成研修会

日時：３月２０日（水 祝）９：００～１３：００

場所：岩見沢文化センター（まなみーる）

遠くは北見から、３３名の歯科医師・衛生士の皆さんが参加して下さいました。
このプログラムによる健診は、通常の歯科健診とは全くタイプが異なり、ミラーを用いて口腔内を診ることはしません。アンケートに記入してもらい、生活習慣をより良く改善出来るよう、受診者と一緒に考えるというスタイルです。
　決して「○○してください。」、「◯◯しましょう。」、といった、上から目線の指導ではなく、一緒に考えながら目標を決めるべくサポートをすることに主眼が置かれます。
　将来、企業健診、成人健診は徐々に増えていくと思います。歯が健康な人ほど全身が健康で、歯が丈夫な人ほど医療費がかからないというエビデンスが広がりつつあるからです。企業健診のデータによると、この健診を受けた方はモチベーションが上がり、その一部は歯科医院での継続的な指導を望むでしょう。
　健診受診者からの依頼を受けた歯科医院は、既に受けている健診での目標と到達度を知り、通常の検査を行った後、次のステップに向けての指導を行うことが期待されます。実際に指導を行うのはスタッフであり、院長先生はスタッフにこのプログラムを理解し実施できるように指導をすることが求められます。

第１期３年間が終了し、この４月からは第２期５年間がスタートします。今後もこの研修会は開催されるとのことです。（下記のサイトも試してみて下さい）
http://www.doushi.net/cch/
＜道保健福祉部 佐々木健 医療参事 の話から＞
８０２０推進条例第１１条（フッ化物洗口）と並行して、第６条（成人歯科健診）にも力を入れてきた。この第６条の条文の主語は「事業者は」あるいは「保険者は」となっているが、どちらも自主的に積極的に歯科健診を受けるとは考えにくい。すなわち歯科関係者が盛り立てて行かないことには広まらないだろうという予測のもと、２２年～２４年の第１期に、モデル事業として北海道各地での企業健診を行ってきた。第２期ではさらに発展した内容で成人歯科健診を推し進める予定である。

　現在行っている健診は歯科疾患の早期発見が目的ではなく、受診者の保健行動を変える、セルフケアを後押しするのが目的である。歯科医師による詳細な歯科健診は必須ではない。それは下記のような理由によるものである。

○歯科健診が虫歯を減らすというエビデンスはない（フッ化物・シーラントはある）

○歯科健診が歯周病を減らすというエビデンスもない（歯磨き・PMTCはある）

○歯科健診の受診率は低い（要精検の頻度が少ない医科の健診と違い、歯科は歯科医院を受診せよという健診結果が８割であり、結局受けても受けなくても同じ）
○ほめられることは殆どない、小言を言われるばかりだから行きたくないとの回答
○健診後の受診者の満足度が低ければ受診してもらえない

＜ こぼれ話 ～フィンランドでの研究から～ ＞
ある地域の住民を２群に分け、一方には何もせず、一方には健診・指導を徹底してみた。その結果、健診・指導を積極的に行ったクループの保健行動は改善されたが、寿命は短かった。指導すれば全てOKというわけではないという一つの事例である。
（当日の資料を岩歯Databox『公衆衛生部』の「成人歯科健診」に保存しました）
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